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科学コミュニケーションの有志グループ 

 

現在、新型肺炎の拡大防止の重要なタイミングにあります。 

この資料は発信力をお持ちの皆さんに、いつも活動をしているいつもの方法で、新型肺炎の拡大

防止のための情報発信にご助力をいただきたいと願い、主要メッセージ、現状説明、将来見込み

の３段階に分けて内容を整理、用意しました。 

 

すでに多くのメディアが報じていますが、情報がいきわたらない層、耳にしても行動変容につながり

にくい層があると思います。いま注目をされているのは、若い人、あるいはまだ実感をもてない中高

年の方々です。この資料が皆さんの活動の支援になれば幸いです。  

 

主要メッセージ： 

家にいよう！家にいることで感染拡大を防ぎ、みんなの命を守ろう。 

 

現状説明： 

・感染者が増えていて、どこで感染をしたのかわからない人たちが増えている。 

・患者数が急激に増えると、病院現場が対応できず、助けられる人も助けられなくなってしまう。 

・人工呼吸器や人工肺といった呼吸を助ける装置も数に限りがある。 

・イタリア、フランス、スペイン、イギリスなど多くの国で外出制限がかかっている。今はニューヨーク

の患者数が激増している。（若い人には海外情報提供も重要） 

 

将来見込み： 

・ワクチンができるまで１年から１年半はかかる。つまりそれまでの間は、感染者を急増させないよ

う、気をつけて生活をする必要がある。 

・この病気に利く薬は現在、確認中。候補はいくつかある。 

・流行が一度、おさまって見えても、再流行の可能性がある。 

 

参照：厚生労働省 新型コロナウィルス感染症について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

 

実例： 

1)このような支援をすることで、平時は異なる分野のイラストを描かれている方が、以下のようなイラ

ストを用意することができました。 

https://twitter.com/yukiRPM/status/1243427146476871682 

2)日本科学未来館が作成されたパンフレットです。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html
https://twitter.com/yukiRPM/status/1243427146476871682


https://www.miraikan.jst.go.jp/guide/group/COVID-19.html 

3) 時事的なコンテンツも重要ですが、「病気・差別・不安」というメッセージに絞って、科学を伝えて

いる赤十字の活動は大変参考になると思います。 

http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/news/200326_006124.html 

 

 

注意点： 

1）危機的な状況ではありますが、恐怖をアピールすることは避けることをお勧めします。継続して

訴えることが困難になります。 

 

2）受け取り手が「自分にもできる」「自分もそうしよう」と思うことが重要です。自分が行動すること

が、周囲のためになるという共通の使命を与え、無気力にならず、自分もできる、と思うコントロー

ル感を持っていただくことが重要です。 

 

3）家にいよう、という今回のメッセージは明確で行動は１つしかない内容に見えますが、一般にこ

うしたメッセージを発する際には３つ程度の行動のレベルを設定する手法があります。家で楽しめ

ること、ベランダでできること、いろいろアイデアを練っていただければ幸いです。 

 

４)感染をされた方、医療関係者への差別は絶対に許されるものではありません。感染をされた方

は被害を受けた方でもあり、彼らへのサポートもよろしくお願いいたします。 

 

5)当然のことではありますが、科学コミュニケーションの活動をする中でリスクが高まるような行動は

避けていただければ幸甚です。 

 

科学コミュニケーション関係の皆様へ： 

一般に、科学コミュニケーションをされている方が、リスクコミュニケーション*1,2を扱うことの困難につ

いては認知をされていますが、それでもなお、「痛み」を伴う科学コミュニケーションの実践が拡大す

ることが期待をされ*3、その手法については、平時の活動を元にするとよい、という提案もあります
*4。科学コミュニケーションという言葉は多義的に用いられその機能も知識翻訳機能、対話・調整

機能、共創のためのコーディネーション機能など様々であり、今回の状況下では対面の活

動は制限をされることが難しい点ではありますが、ぜひ皆様のお知恵と協力によって何ら

かの支援活動ができればと思います。 

 

科学コミュニケーションの有志グループ 3.28 現在 

横山広美（東京大学）、清水智樹（京都大学）、田中幹人（早稲田大学）、吉戸智明（理化学研究

所）、南崎梓（名古屋大学）、一方井裕子（東京大学）、川本思心（北海道大学）、標葉靖子(東京

工業大学)、三ツ村崇志(Business Insider Japan)ほか科学コミュニケーション研究会一部メン

バー 

https://www.miraikan.jst.go.jp/guide/group/COVID-19.html
http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/news/200326_006124.html
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